





































































































































































反 応 と い う 感 じ で す か
ねぇ。で、日本の３つの場
所で３つのバージョンを
作ったのですが、去年１年
間ベルリンに行くことが
あって、ベルリンで同じ
フォーマットの作品を作ろ
うと思っていたんですね。
お店に出かけて店員の反応を映像にするという。で、ベルリンで準備を進めていたのです
が、７月に日本で衆議院選がありましたよね、その結果を見て、作るのを止めたんですよ
ね。このシリーズを作ったのは、原発に対して意見を保留しているグレーゾーンな人たち
が結構な数がまだいると思っていた頃で、意義があると思ってやっていたんですけど、衆
議院選の結果を見て、グレーゾーンの人が急激に減ったのじゃないかと思った。もっと直
接的なこと、強引な手法を使わないと、この手法では曖昧すぎるのではないかという気が
してきてですね。で、その代わりに、レイブパーティみたいなことをやったんです。京都
市役所前の広場で１時間だけやったイベントです。映像を見てください。
【５】
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市役所の建物にパブリックプロジェクションしていて、その前でやっているライブのパ
フォーマンス映像をそのまま出しています【６】。で、これはUストリームでライブ中継
しているのですが、上の
方に出ている文字が観客
への質問で、その質問に
対して、ツイッターで答
えを送れるんですね。で、
送られた答えが下に出
る。ぼく若い時はクラブ
で結構踊り狂ってたんだ
けど、最近ずっと踊って
なかったけど久しぶりに
やってみようと思って。
相当気持ち悪いことになってますけど（笑）。で、どうなるかなと思ってたんだけど、1000
人くらい人がきて、10分くらいでみんなワーと踊りだしてめちゃくちゃ盛り上がった。
最後の方にちょっとメッセージが出てくるんです。それまでのパーティがまるで前振り
だったかのごとく、最後にメッセージが出てきて終わる。
ドイツが原発をやめる決定をしたというのを聞いて、でもドイツの人に聞くと、いやぁ
一応決まったけどどうなるのか分からんのよね、とみな言う。それを聞いて、これはほっ
といても無くなるというようなことではないんだな、と思った。なのであえて「ドイツよ、
ありがとう」と言い続けてる。ドイツの人にこれを見せたら、恥ずかしいから止めてくれっ
ていう顔をするけど。以上、ジャパンシンドロームシリーズでした。
次は韓国シリーズです。まず、コリアン・スタディーズ。ソウルの韓国書道協会会長さ
んという偉い人のところに書を習いに行って教えてもらった。２週間だけなんですけど。
赤入れしてもらったものをそのまま作品にしている。なぜこういうことをしたかといいま
すと、森美術館、ご存じですかね、六本木にある日本で一番イケイケの美術館、そこで出
品の話があって、みんなイケイケでくるんだろうなー、イヤだなーと思って、その中で一
番地味な作品にしようと思って、書道がいいかなと（笑）。で、習いに行って、この通り
ペロンとガラスケースの中に入れて、なんか韓国人の書道がひとつあったな、くらいのや
つにしよう、と。もうひとつは焼き物。焼き物の技術ってのは、中国から韓国に渡って日
本に入ってきたということがあって、これも一緒に作りました。
【６】
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時間の流れでいうと、このコリアン・スタディーズは二番目で、今からお話するマンガ
ン記念館というところでやった「在日の恋人」というプロジェクトが一番最初です。マン
ガン記念館というのは、マンガンという鉱物を掘っていた跡地です。朝鮮半島から連行さ
れてきた労働者たちで採掘が行われていた、その労働の歴史を残そうと人権博物館として
オープンしている、そんな場所です。そこに住み込ませてもらって展覧会を開いたことが
あります。2003年です。京都ビエンナーレという展覧会があって、ビエンナーレなのに
一回で終わっちゃったんですけど、その出品作としてやったプロジェクトです。
その時のディレクターがですね、吉岡洋さんという京大の先生なんですけど、吉岡さん
がビエンナーレの全体のタイトルを「スローネス」にすると言って、ぼくはそれがずっと
ひっかかっていたんです。スローネスというのは、日本、金持ちの国がスローネスなんて
いうのは、なんか腑に落ちんなぁ、という。吉岡さんに話をしに行ったら、最終的に吉岡
さんの口から、それは今やっていることを全てやめるというぐらいの意味として考えてほ
しいと。それなら分かる、今やっていることを全てやめる、それにつながる生活をしてみ
たいなと思って。洞窟で暮らす、というのが最初のプランだった。で、１ヶ月なり２ヶ月
なり、洞窟で暮らしてみたいと。ただ洞窟というのはだいたい公が所有しているので、住
むなんてことがどうしたら実現できるかわからなかった。
で、友人に教えてもらってマンガン記念館に行ってみたら、そこは私有地で、家族経営
なんです。京都の奥の奥だからアクセスも悪くて、まぁ儲かるような場所じゃない。自然
の洞窟じゃなくて人が掘ったトンネルだけれど、実はその
方が断然面白いことになりそうだと思った。ぜひここを使
わせてください、と何度かお願いに行っているうちに、館
長さんは、何がやりたいかよう分からんけど、まぁやって
みなさい、みたいな感じになったんです。しかし、ここに
いて分かったのは、そういう人権博物館、特に在日韓国人
が運営する在日の人権に関することというのは、相当タフ
じゃないとできないということです。日本の右翼は強いし、
当然格好の攻撃対象になる。ちなみにこの人が館長なんで
すけど（笑）【７】。これくらいの人じゃないと出来ないで
すよね、ほんとに。このくらいの強面でないと無理。まぁ、
僕もビビリながら全身でぶつかっていった感じです。
ただ、まず住むところがなかった。この辺りは賃貸もないし、森の中にテントでも張っ
て数ヶ月暮らすかな、と思っていたら、館長さんが、半分作りかけてほったらかしにして
いた木の構造があるから、これを作りなおしてちゃんと家にしたらいいやんか、わしも一
【７】
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緒にやるさかいに、と言って。どうやって作るのかと思っていたら、まず裏山に入っていっ
て、チェンソーで木を刈って、それをバサーと落として、ユンボで引っ張ってきて、それ
の皮むきをするというところからスタート（笑）。あ、こういうことなんやと思って、こ
れをしばらくの間、館長が棟梁になって一緒に作って、お風呂もこうやって灯油で沸かせ
るのを作って（笑）。マムシとかもいっぱい出る。水がないので、横に流れている小川の
水を上流から引いてきて、これがすべての私たちのライフライン。
インスタレーションに使ったのがこの穴
で、約80メートルあります【８】。最初50m
はまっすぐなんですけど、途中で曲がるんで
す。曲がるとほんと真っ暗けの真っ暗けで、
目をつぶった方が明るく感じるくらい。最初
入った時は、ほんと怖かった。なんか出てき
そうで。洞窟に住むなんて言ったはいいもの
の、作品なんてできるんだろうか、これから
数ヶ月後に自分はどうなってるんだろうと、
そういう感覚でずっとおったんです。館長さんは、アートなんか全く縁のない人なんです
けど、ぼくらがやっていることは面白がって、毎晩酒を持って現れて、一体芸術ってなん
やねん、みたいなことをえんえん喋っていた。なんか、毎晩そんな話をしながらですね。
すごくいい関係を結んで、展覧会がオープンしてからもお客さんがたくさん来てくれて、
非常に幸せな瞬間でした。
これが最終的に洞窟の中に展示した作品です。現地で素焼きしたオブジェを、蔓を土台
にして展示しています。この写真は光を入れて撮ってますけど、実際は、お客さんに入り口
でLEDのライトを渡すんですけど、それがホワーンと付いてホワーンと消えていくという
特別に作ってもらったライトで、かなりのお客さんが怖がって奥まで行けなかった。でも、
自分が最初に入った時の恐怖を感じて欲しかったので、わざとそういう風にしたんです。
この作品は何かといいますと、自分の恋人に対するパフォーマンスだったんですよね、
半分は。自分が、その時期に付き合っていて、今、嫁さんになった人、その嫁さんが在日
韓国人の２世で、ぼくは在日とかに対しての嫌悪感とかね、差別意識とか全く持っていな
いと思っていたんだけど、どっかで彼女がぼくの中にそういうものを感じていたらしく。
「あなたのその在日に対する嫌悪感なんやの」、ということを言われたことがあって、そ
れをずっとずっと自分で自問していて、その正体を突き止めたいと思っていた。ここで住
んで暮らすという経験の中に何かヒントになることがあるんじゃないか、というそういう
超プライベートな理由で、この作品を作った。作品を作ったというか、作品を作ることを
【８】
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言い訳、ネタとして、この館長の元で暮らしてみたくて。お客さんには言ってないけど、
それがぼくの個人的な動機です。このマンガン記念館という場所を知ってほしかったとい
うのと、マンガン記念館の持っている背景、
あるいは雰囲気とかを含めて、そこを利用し
て、個人的に展覧会を開くということをやっ
た【９】。在日シリーズとしてはこのマンガ
ン記念館のが１つ目で、さっきの書道と陶器
のやつが２つ目、その後に、今日は時間がな
いので紹介できませんが、結婚式を題材にし
た「ベイビー・インサドン」という作品があ
ります。
（３）「木村さん」（仮）
「木村さん」を最後に紹介しようと思っていたのですけど、ちょっと時間が、、（あと、
10分ありますよ、との声）。
10分あるの。じゃあもう一つだけ作品を紹介します。身体障碍者を扱ったもので「木
村さん」という作品です。在日シリーズよりさらに古くて、1998年です。この木村さん
という方は、２年前に亡くなりましたけれど、森永ヒ素ミルクの被害者で一級障害者、２
歳の時に重度の障碍を負ってしまった人なんです。ぼくが90年代に京都に住んでいた時に、
彼の介護を５年間やっていて、月に１回か２回くらいのペースなんですけど、彼の自宅に
出向いて介護していました。最初に行った時に、ぼくは彼ほど重たい障害者の人と会った
ことがなかったので、どう接していいのか全く分からなかった。口も聞けないし、あー、
とか、うー、とか、ほとんど一人では何も出来ないような体の人だった。
しかし付き合っているうちに、だんだん通いが出てきて、ぼくのことも信頼してくれた
し、面白がってくれた、みたいところがあって。一年くらいたったある日、ぼくに打ち明
けてくれた、というか、何か、あー、ってずっと言ってるから、「何ですか木村さん」、っ
てその時、全然分からなくて。ずっと聞いていたら、どうやら押入の中を指しているので、
中を開けてみたら、大人のおもちゃがドバっと入っている箱が出てきた。で、あ！と思っ
て、その時、障害者の性、っていうか、木村さん、性欲がそりゃあるよな、、という。そ
れまで、たぶん自分が考えないようにしてきた、そのことを彼の方からこじ開けられたと
いう感じで、なんか頭の中の皮がペロっとめくれたような感じがしたんです。動揺したけ
れど、同時にすごいうれしかった。僕と木村さんとの関係が次のステージに入ったんだと。
その瞬間から彼の性の介護をやるようになって。っていうことを題材にした作品なんです
【９】
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けど。もともとそういう、性の解放というかね、マスターベーションを映像にして、それ
を公開しようと思っていたわけではないんです。
というのは、彼はパフォーマンスもやるし、バンドもやっていたんですが、その演奏と
いうのがどうしようもない。５人くらいのバンドで、すごいきれいな音楽をやっているん
だけど、木村さんは車椅子にくっついたキーボードを演奏していて、「介護」という音が
いろんなキーで出てくる。バンバン押しまくるもんだから、「介護、介護、介護」って、
音楽は全部ぶちこわし。僕はライブに行く度に「木村さん、ほんといい加減やめてくださ
い」（笑）。ある日、キーボードやめてマイクで声を使ったらどうか、って提案したら、おー、
と言うから、マイクを買いに行って、一緒に家で遊んでいたんですよ。そしたらいい感じ
で、でも途中で彼がいびきをかいて寝てしまって、木村さん何寝てるねん、と言って、乳
首をさわって起こそうとするけど全然起きない。で、股間を触ってみたら大きくなってい
て、あ、木村さん！という感じで、そのままいつものようにいかしてあげた。その間、た
またまずっとビデオを回していたんだけど、それを家に帰って見てみたら、すごい幸せな
ビデオが撮れていた。でも、ホームビデオとして見せられるものじゃなかったから、なか
なか見せる機会がなくて、３年後に、そのビデオを使ったパフォーマンスとして発表した
んです。というのが、この木村さんという作品。偶然撮れたビデオがあって、自分ではと
てもいいビデオだと思っているが、ビデオと
しては発表が難しい、だからそれを見せると
いう目的で、ライブパフォーマンスという形
に変えて、自分のアクションと共にやった。
そのパフォーマンスをもう一度編集して、映
像作品にまた変換している、というちょっと
ややこしいもんなんですけど、ご覧いただき
ます【10】。10分弱あります。性器が写って
ますんでご了解ください。
 （たかみね　ただす　秋田公立美術大学准教授）
【10】
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